
ザ・ターニング ポイント

会社発展の契機となった転換点を紐解く
長きにわたる企業の歴史のなかにはいくつもの転換点があります。

異分野への事業展開、新しい取引先の獲得、技術開発によるブレイクスルー、あるいは

苦境から脱した契機など、現在の発展につながった各社の「ターニングポイント」を紹介

します。（この連載では創業から半世紀以上の会員企業にフォーカスします）

山科精器 株式会社第10 回

マイクロメーターの製造で創業

1939年7月、池田肇氏が京都市山科区にて、資本

金19万円で株式会社山科精器研究所を 創業し ま し

た。同年9月、欧州で第二次世界大戦が勃発し 、翌々

年には日本も 参戦する こ と になる と いう 戦時色の

濃い時代でし た。創業当初は、機械部品の精密さ を

測る「 マイ ク ロ メ ータ ー」 を 製造し ており 、国産技

術を 計測面から 支えま し た。その後終戦を 迎え、当

時は機械部品の受注加工が事業の柱でし た。

やがてその加工のための工作機械を 自社で製作

する よ う になり ま す。こ の時代は汎用機ではなく 、

加工する 対象品にフ ィ ッ ト し た機械が主流であり 、

こ れが現在も 続く「 工機事業」 の起源と な り ま し

た。山科区は京都市の東端にあり 、隣の滋賀県と の

交流が昔から あ っ たこ と から 、彦根市の地場産業

であ る バルブ業界から の受注にはじ ま り 、戦後の

成長分野と なっ た自動車・ 産業部品業界向けの工

作機械製造で業績を伸ばし ていき ま し た。

1949年には、現在の山科精器株式会社に社名を

改めま し た。

顧客ニーズにあわせた専用工作機械の

開発でニッチ市場を開拓

社内加工設備を 製作する ために研究を 積み重ね

てき た結果、1958年には「 ブロ ッ ク ビ ルド 方式」 に

よ る 専用工作機械を 業界に先駆けて 開発し 、商品

化に成功し ま し た。

ブロ ッ ク ビ ルド 方式と は、工作機械を 構成する

パーツ を それぞれ標準化し 、その組み合わせを 変

える こ と で対象と する 加工に最適な機械を 構成す

る 方 式 で す。今 で こ そ 自 動 車 業 界 な ど で も モ

ジ ュ ール生産と いう 呼称で共通化し て いま すが 、

山科精器はこ れを 何十年も 前に発案し 実用化し て

いたのです。こ れによ り 、ニーズに合っ た専用機を

ス ピ ーディ ーかつ廉価で提供する こ と ができ 、大

手の工作機械メ ーカ ーと 競合する こ と な く 、ニッ

チな市場でユーザーを 獲得し ていき ま し た。

同時期に開発した可傾式
バレル研磨機

特定の加工ニーズに合わ
せた専用工作機械

創業者　池田肇氏
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注油器製造を新たな事業の柱に

ダイ キン 工業と の連携で始ま っ た油機事業の中

核を なすのが「 高圧注油器」 の開発・ 製造です。

注油器は、機械の摺動部分な ど にオイ ルやグ リ

ス を 供給する 潤滑装置で、摩擦を 軽減し て ス ム ー

ズな動き を 助けたり 、防錆、冷却の働き も あり ま す。

用途は幅広く 、舶用エン ジ ン を はじ めプレ ス 機や

射出成形機、パワ ーゲート な ど に不可欠な も ので

す。当初は汎用品を 製造し ていま し たが、顧客の使

用場面にあ わせたカ ス タ マイ ズ を 進め、注油器の

素材一つと っ て も 、圧力環境に合わせて さ ま ざ ま

な 金属を 使い分け、納品後のメ ン テ ナン ス ま で考

えて設計する よ う になり ま し た。ま た、船のディ ー

ゼルエン ジ ン 向けは、タ イ ミ ン グ 注油と いう 潤滑

油の使用量を 低減する 独自技術で高いシェ アを 得

てき ま し た。

山科精器の注油器は定量・ 高圧・ 微少の吐出機

能に優れ、吐出タ イ ミ ン グ のカ ス タ マイ ズ が可能

です。ポイ ン ト は油を 押し 出す「 プラ ン ジャ 」 と 筒

の「 ブッ シュ 」 と の間隔。こ こ には精密な加工が求

めら れ、精密な ラ ッ ピ ン グ やホ ーニン グ 技術を 用

いて実現し ていま す。

新たな 注油シ ス テ ム の実用化と し て 、潤滑油量

を 大幅に減ら せる MPL（ 機械式パルス 注油器） を

開発し 、同時に電気制御式のEDL（ 電磁式タ イ ミ

ン グ注油器） も 開発し ま し た。

新規事業として熱交換器製造を開始、

工場も新設し次なる飛躍へ

技術の探求と 顧客ニーズに応じ たカ ス タ マイ ズ

で独自の市場を 開拓し て き た山科精器が、次に手

掛けたのは「 熱交換器」 の製造です。1968年のこ と

でし た。油機事業で造船・ 舶用機器業界と の結び

つき が強ま っ たこ と も あ り 、船舶に搭載さ れる 熱

交換器に狙いを 定めま し た。船は一品一様の受注

生産であ り 、搭載さ れる 機器類も 都度カ ス タ マイ

ズが必要です。ま さ に山科精器の技術力、開発力が

発揮でき る 分野だっ たのです。現在も 熱交事業の6

割が船舶関連、残り 3割が発電所向けなど と なっ て

いま す。

船舶向けの熱交換器は推進用エン ジ ン 、発電機

と いっ た主要な 機器の冷却に不可欠な 装置です。

ま た、航海に出る と 容易に修繕でき ないため、高い

耐久性と 稼働の信頼性が求めら れま す。山科精器

は蓄積し た技術力と 丁寧なも のづく り でユーザー

の信頼に応えていき ま し た。

熱交換器はプレ ート 式、シ ェ ル＆チュ ーブ式の

２ タ イ プがあ り 、山科精器は後者を 手掛けて いま

す。用途ご と にサイ ズ はさ ま ざ ま ですが、シ ェ ル

（ 外管） 内に多数のチュ ーブ（ 冷却管） を 通す構造

は共通です。こ のチュ ーブに冷却水ま たは蒸気を

流し てシェ ル内の液体や蒸気を 冷却あ る いは加熱

し ま す。低温から 高温、真空から 高圧ま で幅広い条

件下での使用が可能で、熱を 最適にコ ン ト ロ ール

する こ と で省エネやCO₂削減にも 貢献し ていま す。

熱交換器の製造を 開始し た同じ 年、滋賀県栗太

郡栗東町（ 現栗東市） に新工場が開設さ れま し た。

事業拡大によ り 手狭になっ ていた京都・ 山科の工

その後も 高度経済成長の波に乗っ て順調に業績

を 伸ばし 、1962年には資本金を 5,000万円に増資。

翌年にはダイ キン 工業よ り 水中ポン プなら びに

ボッ シ ュ 型注油器の製造・ 販売権を 譲り 受け、事

業の幅が広がり ま し た。続いて1965年には、エレ メ

ン ト 型注油器も 移管さ れ、現在の「 油機事業」 の基

盤が整いま し た。

シェル＆チューブ式の大型熱交換器

MPL (Mechanical Pulse Lubricating) 注油システム
従来の機械式注油器と同じ機構ながら低コストで

電子制御式と同等の注油効率を実現させた
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Tu r n in g  Po in t  
医療機器分野への進出

大日氏は、かつて 結核を 患い数年間の闘病生活

を 送っ たこ と があ り ま す。その経験から 医療分野

への挑戦意慾を 内に秘めていま し た。

そんな 中、滋賀県の産学官連携事業に参画し た

こ と を き っ かけに、血液検査で用いる 遠心分離装

置の部品を 開発する こ と に成功し ま し た。採取し

た血液を 血球と 血漿に分離する 装置ですが、微細

加工のおかげで従来よ り も 少量のサン プルで検査

する こ と ができ 、患者さ んの負担を 減ら せる こ と

を 狙ったも のです。

実はそ の前段階と し て、社長就任後すぐ 、設計

チーム が兼務し ていた開発機能を 分離独立さ せて

中央研究所を 開設。近く にあ る 立命館大学大学院

（ 滋賀県草津市） へ社員を 派遣し 、MEM S（ メ ム

ス ： 微小電気機械シ ス テ ム） の研究に取り 組んで

いま し た。既存の事業内容と は関連が薄く 、製品開

発に直接役立つも のではな かっ たのですが、その

経験が従来から 持っ ていた金属の微細加工技術と

結びつき 、血液分離装置のキーパーツ である「 マイ

ク ロ 加工さ れた円盤」 を 製作する こ と につながっ

たのです。

その後、医工連携も のづく り ク ラ ス タ ーにも 参

画し 、滋賀医科大学と の連携から 吸引嘴管が生ま

れま し た。先端を 柔ら かいブラ シ にする こ と で臓

器を 傷つけ ずに吸引でき る も ので、医師と 何度も

テス ト を 重ね、よ う やく 製品化を 果たし ま し た。

新しいカテーテルの開発・実用化で

内視鏡手術の安全性向上に貢献

同時に手掛け て いた のが、「 洗浄吸引一体型カ

テーテル」 です。当時、大阪大学医学部の外科・ 内

科共同チーム が普及に挑んでいた画期的な手術法

「 NOTES」（ 経管腔的内視鏡手術） のために開発さ

れた も のです。NOTESと は、腹腔鏡手術（ 切開せ

ずに腹部に開けた小さ な穴から する 手術） よ り も

さ ら に患者さ んの負担軽減を 目指すも ので、体表

を 一切傷つけずに内視鏡を使っ てする 手術です。

普及を 阻んでいたのが、手術中の出血な ど で患

部が見え な く な る こ と 。そこ で内視鏡先端に設け

た専用孔を 使っ て洗浄と 吸引を 行っ ていたのです

が、こ の方式では液体を 前方にし か撒布でき な い

ため、筒状の体腔内を ム ラ な く 洗浄し よ う と する

と ス コ ープの向き を 頻繁に変え な ければな ら ず、

煩雑な内視鏡操作が術者の負担と なっ ていま し た。

そこ で、山科精器は、得意と する 精密な切削加工

と 高度な 射出成形の技術を 生かし て、大阪大学の

研究チーム と 連携し な がら 開発を 進め、試行錯誤

の末超薄肉樹脂に多数の微細側孔を 設けたノ ズル

の製作に成功。世界初と な る 軟性内視鏡用洗浄吸

場から 注油器・ 工作機械の製造を 移管し 、受注の

増大に対応でき る 本格的な量産体制を 整える と 同

時に、新たに開始し た熱交換器製造のために広い

ス ペース を 確保し ま し た。

こ う し て 工機、油機、熱交の3事業を 柱に発展を

続け、1999年に現会長の大日常男氏が社長に就任

する と 、現状維持を 良し と せず、次なる 事業の柱を

打ち立てる べく 新分野への挑戦が始ま り ま す。

大企業に比べて資金も 人員も 潤沢と は言えない

なかで、従業員の意欲を 喚起する ために「 技術尊重

経営・ 人間尊重経営」 と いう 基本理念を策定し 、す

ぐ に成果が見え な く て も「 10年後に咲く 花」 も 息

長く 育める 企業風土を 根付かせよ う と 社内に呼び

かけま し た。

本社工場にク リ ーンルームを新設し 、2009年には

薬事法（ 現薬機法） によ る「 医療機器製造業許可」

を 取得、翌年には「 第二種医療機器製造販売業許

可」 も 取得し ま し た。こ れら の認可は、生命に関わ

る 製品を規定する も のである だけに、品質管理能力

や安全性検証などの要求水準が非常に高く 、多く の

企業が新規事業を 求めて医療機器製造を 目指すも

のの、なかなか越えら れない壁になっていま し た。

山科精器は執念と 苦心の末その壁を ク リ ア し 、

2012年には医療機器の品質保証のための国際標準

規格ISO 13485の認証登録も 得て、本格的に医療機

器分野への進出を 果たし たのです。

おおく さ

し か ん

先端を柔軟なブラシ状にする

ことで臓器を損傷するリスク

を低減させた「吸引嘴管」
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引カ テーテルを 実現し ま し た。外径2 .6 m m  、全長

2,000 m m の柔軟性がある 樹脂製チュ ーブの先端部

分に、直径0 .4 m m の微細孔が外周面に沿って 8個×

3列の計 24個設けら れ、360度方向に液体を 噴射・

吸引する こ と ができ る も のです。

中小企業こそ経営理念を大切に

山科精器の経営理念、「 私たちは先進の技術で広

く 人類の発展に貢献し ま す」。大日会長は中小企業

こ そ経営理念が大切と の信念のも と 、技術尊重と 人

間尊重、そし て何事にも 挑戦意欲を発揮する 企業風

土を 築いて き ま し た。その思想は2016年にバト ン

タ ッ チし た大日陽一郎社長に受け継がれ、SDGsや

環境問題、次世代エネルギーと いった社会課題の解

決を見据えた新たな挑戦が始ま っていま す。

こ の洗浄吸引一体型カ テーテルは、「 エン ド シャ

ワ ー」 と 名づけ ら れ、2013 年 5月の発売開始以来

内視鏡診断・ 治療の特に吸引デバイ ス と し て 、腸

粘液の採取に欠かせな いツ ールと な り ま し た。視

野が確保さ れる ため体内組織の誤吸引がな く 、医

師はよ り 精細な 観察ができ 、病巣の早期発見な ど

医療行為のさ ら なる 質的向上と 医師の経験に依存

し ない検査の標準化にも つながり ま し た。

こ う し た 貢献と 新規性が認めら れ、2013年9月、

第5回も のづく り 日本大賞「 特別賞（ 経済産業大臣

表彰）」 を 受賞し ま し た。その受賞理由には「 中小

企業の異分野展開、医療分野進出の理想例。こ れま

での開発・ 製造で培っ た設計・ 精密加工技術を 応

用し 、精密プラ ス チッ ク 加工に転換する など、同社

なら ではの技術的基礎も 成功を 支えた」（ 抜粋） と

記さ れ大いなる 賛辞が述べら れていま す。

こ う し て「 工機」「 油機」「 熱交換器」 と いう 山科

精器の発展を 牽引し てき た3つの事業に、大日現会

長がゼロ から 立ち上げた医療機器事業が新たに加

わり 、経営基盤はよ り 強固なも のと なり ま し た。

150名ほど の社員で4事業を 展開し 、それぞれ企

画・ 開発から 製造、アフタ ーフ ォ ロ ーま で行ってい

る こ と に、社外の方は驚かれる そう です。顧客の要

望に全力で向き 合い、「 困難な課題にこ そ挑戦する

価値があ る 」 と オーダーメ イ ド に徹し て き たがゆ

えの技術力の蓄積がそれを可能にし ている のです。

＜会社概要＞ 

本社所在地

事 業 内 容

創 業

資 本 金

従 業 員 数

滋賀県栗東市東坂５２５

FA関連、専用工作機械、熱交換器

潤滑機、医療機器の製造販売

１９３９（昭和１４）年７月

１億円

154 名（202４年４月現在 )

同社ホームページにリンクします▶

ノズルの先端に設けた24個の穴から全周囲へ洗浄液

を噴射し、洗浄後の液体を吸引することもできる

創業85周年を機に本社社屋を刷新。2024年10月1日

に竣工式が行われた。 （左から２人目が会長の大日常男氏、

3人目が社長の大日陽一郎氏）
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